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基本目標Ⅰ 

安全で安心に暮らせるまち 
 

施策１ 防災対策の充実により安全が確保されたまちをつくります 

 

① 消防・救急 

《主な事業》 

 ・ 海部東部消防組合負担金 

・ 海部地方消防指令センターの運営 

 ・ 政策的医療交付金（市民病院） 

 ・ 市主催のイベント等において消防団入団の促進 

・ 消防団の運営 

・ 訓練指導者講習による消防団員の指導力向上 

《成果》 

消防、救急体制の充実、強化に向けて、消防拠点の整備・充実と広域消防体制の強化を進め

た。また、地域住民の消防団への入団を促進し、訓練や指導者講習を実施することで、消防団

員の指導力向上と地域住民の防災意識・対応力の強化に取り組んだ。 

市民病院は指定管理者制度の導入で利用者が大きく増加するなど地域の中核病院として機能

の充実を図った。 

 

② 防災 

《主な事業》 

・ 同報系防災行政無線整備 

・ 防災アプリ配信 

・ あま市地域防災計画の見直し 

・ 他自治体との災害相互応援協定の締結 

・ 避難行動要支援者名簿及び個別避難計画の作成 

・ 海部医療圏域の職員が参加した総合防災訓練への参加 

・ 防災カレッジの開講 

・ 防災ハザードマップの更新 

 ・ 耐震改修補助金による耐震化の促進 

 ・ 排水施設整備 

 ・ 河川管理者に対する河川環境整備に向けた要望活動（福田川、蟹江川、五条川で整備実

施） 
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《成果》 

自主防災会に対する補助や出前講座等を継続して行ったとともに、新たな災害協定の締結

や同報系防災行政無線及び防災アプリを整備し情報発信の多重化を図ったことにより、更な

る防災組織力の高揚につなげることができた。 

 

施策２ 防犯・交通安全対策が充実した安心して暮らせるまちをつくります 

 

① 防犯 

《主な事業》 

・ 防犯教室、防犯啓発の実施 

 ・ 自主防犯養成アカデミーの開催（愛西市と共同で県に要請） 

 ・ 犯罪被害者に対する総合窓口設置   

・ 犯罪した者への相談窓口設置 

 ・ 防犯灯の設置補助   

・ 防犯カメラの貸与事業 

・ 交通安全教室の実施 

《成果》 

防犯対策の強化に向けて、防犯教室やパトロール等の活動に取り組んだ。これらの活動に

より、地域住民の防犯意識向上と安全で安心な地域づくりを推進した。 

 

② 交通安全 

《主な事業》 

・ 交通安全教室の実施 

・ 交通安全施設整備   

《成果》 

商業施設や保育園・小学校での啓発活動や交通安全教室の実施により、幅広い世代の交通

安全意識と交通マナーの向上がみられる。併せて交通安全施設の計画的な整備や通学路の安

全対策を進めたことで、交通環境の改善が図られ、一定の成果を上げることができた。 

 

③ 消費者保護 

《主な事業》 

 ・ 海部地域消費生活センター負担金   

・ あま市消費者安全確保地域協議会 

《成果》 

海部地域消費生活センターと連携し、専門相談員による迅速な被害救済体制を維持した。

また、地域の高齢者等へ向けた出前講座を実施し、未然防止と消費者意識の向上を図ること

で、安全な消費生活の基盤を構築した。また、高齢者や障がい者など、消費者被害に遭いや

すい「見守りが必要な方」を地域全体で守るためのネットワーク会議「消費者安全確保地域

協議会」を設置し、地域での連携強化も実施した。  
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基本目標Ⅱ 

都市基盤と環境が整った快適なまち 

 

施策１ 都市基盤が整った快適なまちをつくります 

 

① 都市環境 

《主な事業》  

・ 第２次あま市総合計画、都市計画マスタープランに基づく計画的な土地利用の推進 

 ・ ５３０（ゴミゼロ）運動の実施 

 ・ 森ヶ丘公園再整備 

 ・ 各種専門団体との協定締結による空き家相談体制の強化 

《成果》 

総合計画・基本構想における土地利用計画や、都市計画マスタープランにより、計画性を

持った土地利用を推進した。 

空き家に関する相談会等を実施し、空き家対策の推進に取り組んだ。 

ゴミのない綺麗な街をめざし、毎年、市民やボランティア団体が参加の５３０（ゴミゼ

ロ）運動を実施し、環境保全活動を推進することができた。また、一年を通し、清掃活動の

ためのごみ袋（ボラティア活動用）の配布及び回収等を行い、市民とともにゴミのない綺麗

な街づくりに取り組んだ。 

 

② 水と緑の快適環境 

《主な事業》 

 ・ 地元子供会との連携による公園の維持管理 

 ・ 市内の散策路や水辺空間の維持管理 

 ・ あいち森と緑づくり都市緑化推進事業を活用した都市緑化の推進 

 ・ 下水道整備事業 

 ・ 単独浄化槽から合併浄化槽への転換について補助 

 ・ 現況水路調査 

《成果》 

市内の散策路や水辺空間の維持管理を行い、自然と親しむことができる親水空間を提供す

ることができた。 

応急給水栓等を設置し防災機能の強化に取り組んだ。 

あいち森と緑づくり都市緑化推進事業を活用し、都市緑化に取り組んだ。 

上水道施設の充実に伴い、給水区域内の需要者に対してより安全で安心な水道水を安定し

て供給することができた。 



6 

 

下水道については、計画的な下水道整備事業を推進し、快適な生活環境を確保した。ま

た、下水道の普及率の向上と使用料、受益者負担金による健全な下水道事業の運営を図るこ

とができた。 

下水道の整備が当面見込めない地域において合併処理浄化槽の設置を促進し、河川の水質

保全を図ることができた。 

 

③ 公共交通 

《主な事業》 

 ・ 巡回バスの運行 

《成果》 

   巡回バスを運行することにより、高齢者を中心とした移動制約者の移動を助けることがで

きた。 

 

④ 道路網 

《主な事業》 

・ 都市計画道路木田駅前線、安松鷹居線、美和大治線の整備 

 ・ 道路維持補修 

 ・ 橋りょうの定期点検 

《成果》 

道路改良や舗装補修、歩道整備、街路樹管理等の実施により、道路の安全性・快適性の向

上を図った。また、定期点検に基づく予防保全と計画的な修繕により、施設の安全確保と長

寿命化に向けた管理体制が一定程度機能している。 

 

施策２ 環境を守り、潤いある美しいまちをつくります 

 

① 地球環境 

《主な事業》 

 ・ 愛知県自然環境保全地域第 1 号の指定を受けた自然林の保全（蓮華寺寺叢） 

 ・ 第２次あま市地球温暖化対策実行計画の策定 

 ・ 住宅用地球温暖化対策設備設置費補助金 

 ・ 宅配ボックス設置費補助金 

 ・ 市民やボランティア団体が参加の５３０（ゴミゼロ）運動の実施 

《成果》 

住宅用地球温暖化対策設備設置費補助金では、令和４年度から令和７年度の期間で 350 件

（令和７年度は見込み）の地球温暖化対策設備に対し補助を行い、地球温暖化対策に取り組

んだ。また、令和７年度は、160 件（令和８年２月３日現在）の宅配ボックスの購入費・設置

に係る費用に補助し、地球温暖化対策に取り組んだ。 

環境学習機会の拡大を図り、情報提供においても広報、市公式ウェブサイト、冊子及びチ

ラシなどを利用し、充実を図ることができた。 
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新エネルギーである、SAF への取組みを開始することができた。 

 

② 循環型社会 

《主な事業》  

・ 学校や自治会に対しゴミの出し方や環境問題について学ぶ出前講座の実施 

・ あいち地産地消 SAF サプライチェーン推進協議会 

《成果》 

環境学習機会の拡大を図り、情報提供においても広報、市公式ウェブサイト、冊子及びチ

ラシなどを利用し、充実を図った。 

あま市社会福祉協議会・バローホールディングス・セブンイレブンとの協定によるフード

ドライブの実施や、持続可能な航空燃料である SAF に関する取組みとして、「あいち地産地消

SAF サプライチェーン推進協議会」への参加等、食品ロス削減・ごみ減量に向けた取組みを推

進した。 
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基本目標Ⅲ 

心身ともに健康に暮らせるまち 
 

施策１ 健康づくりを支えるまちをつくります 

 

① 健康づくり 

《主な事業》 

 ・ 特定健康診査、後期高齢者健康診査の実施 

 ・ 食育ボランティアによる食育教室、料理教室 

 ・ 幼稚園、保育園、認定こども園や小中学校での歯科保健指導 

《成果》 

動画配信など SNS の活用や地域に出向く出前講座などにより、広く健康づくりについての

知識を普及啓発するとともに、市民自らが健康に取り組む健康マイレージ事業の実施、健康

に関する情報発信を行うボランティア団体の活動支援などにより、健康づくりを推進した。 

特定健康診査・後期高齢者健康診査について、対象者への個別通知、医療機関等との連

携、広報媒体の活用等により、受診勧奨及び周知啓発に取り組んだ。 

 

② 地域医療 

《主な事業》 

 ・ 市民病院の医療提供体制の整備（設備、医療機器の更新） 

 ・ 市民病院の救急医療体制の整備 

《成果》 

市民病院は指定管理者制度の導入で利用者が大きく増加するなど地域の中核病院として機

能の充実が図られた。 

 

施策２ 市民力を活用した地域共生社会を実現するまちをつくります 

  

① 地域福祉 

《主な事業》 

 ・ 社会福祉協議会補助金 

 ・ ゲートキーパー養成講座 

《成果》 

あま市社会福祉協議会等と連携をする中で、福祉実践教室の推進、各種福祉サービス事

業、ボランティア活動及び権利擁護の充実など、地域福祉活動に取り組む体制整備を進める

ことができた。 
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自殺対策としてゲートキーパー養成講座の開催によりゲートキーパーが増加した。 

 

② 障がい者福祉 

《主な事業》 

・ 自立支援介護給付費等事業 

・ 地域生活支援事業 

 ・ 第３次あま市障がい者計画の策定 

 ・ あま市基幹相談支援センター事業 

 ・ 障害児通所支援 

 ・ 児童発達支援センター事業 

 ・ 成年後見制度利用支援事業 

《成果》 

あま市基幹相談支援センターの設置、自立支援協議会の充実（単独設置）、地域生活支援拠

点の整備を進めた。 

 

③ 高齢者福祉 

《主な事業》 

・ 認知症に関する普及啓発 

 ・ シルバー人材センター運営費等補助金 

・ 老人クラブ補助金 

・ 介護予防教室、通いの場の実施（ふれあいカフェ、サロン、介護者のつどい） 

《成果》 

前期基本計画期間中は、認知症の普及啓発や介護予防及び権利擁護の推進により、高齢者

が地域で安心して暮らし続けられる体制づくりが進展した。 

 

④ 社会保障 

《主な事業》 

・ 社会保障制度の周知（国民健康保険、後期高齢者医療） 

・ 第３期あま市国民健康保険データヘルス計画の策定 

・ 第４期あま市特定健康診査・特定保健指導実施計画の策定 

《成果》 

「第３期データヘルス計画」、「第４期特定健康診査・特定保健指導実施計画」を策定し、

両計画を一体的に実施した。健診及びレセプト情報を活用し、地域の健康課題を分析し、庁

内の関連部署や地域の関係機関などと連携し健康課題の解決に努めた。 

生活困窮者自立支援事業として、各種社会保障制度の活用や就労支援による相談支援を実

施した。  
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施策３ いきいきと学び続けられる環境が整ったまちをつくります 

 

① 生涯学習 

《主な事業》 

 ・ 職員が社会教育主事の資格を取得 

・ 各公民館で多種多様な講座を開催 

《成果》 

多様な世代が生涯学習に関わる契機として、多種多様な講座や講演会を開催した。 

 

② スポーツ 

《主な事業》 

・ 甚目寺テニスコートの人工芝化 

 ・ 森グラウンドのトイレ整備 

 ・ あまスポーツクラブ補助金 

・ あま市スポーツ推進計画の策定 

《成果》 

令和４年度（令和５年３月）に「あま市スポーツ推進計画」を策定し、本市のスポーツ振

興の推進を図った。 

令和６年度（令和７年２月）に、甚目寺テニスコートを土のコートから人工芝に整備し、

施設の充実を図った。 

多様なスポーツ教室、小学生夏休みスポーツ教室等を毎年実施し、スポーツをする機会の

確保を図った。 
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基本目標Ⅳ 

次代を担う人を大切に育てるまち 
 

施策１ 子育て環境の整ったまちをつくります 

  

① 子育て 

《主な事業》 

 ・ 子ども家庭センターの設置 

・ 子育て支援センター（市内３ヶ所）、つどいの広場（市内１ヶ所）の運営 

 ・ 子育て支援ネットワーク会議 

 ・ 子育て支援アプリの導入 

 ・ 放課後児童クラブの運営委託 

 ・ あま市障がい者支援協議会 

《成果》 

妊娠・出産から子育てまでの切れ目のない支援の充実を目指し、関係機関の連携強化を図

るため、あま市こども家庭センターを設置し、子育て支援体制を整備した。 

身近な地域で子どもが安心して過ごせるよう児童館、ちびっこ広場などの維持管理を行う

とともに、放課後の子どもの遊びと生活の場である放課後児童クラブの安定的な運営を確保

した。 

子育て支援アプリを導入し、情報発信の充実を図った。 

相談体制の維持に努め、子育て家庭を支援した。 

障がいのある子どもやその家庭に対し、あま市障がい者支援協議会において、こども部会

及び児童発達支援・放課後デイサービス事業所交流会等の設置を図った。 

 

② 幼児教育・保育 

《主な事業》 

・ 個別の子育て家庭のニーズに合った情報提供 

 ・ 病児、病後児保育事業 

 ・ 認定こども園整備への補助 

《成果》 

相談体制など、幼児教育・保育の支援体制の維持に努め、子育てニーズへの対応を図っ

た。また、各事業の認知度を高めた。 
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施策２ 教育環境の整ったまちをつくります 

 

① 学校教育の支援体制 

《主な事業》 

・ 特色ある学校づくり 

 ・ 総合教育会議、小中学校あり方課題検討委員会、学校運営協議会などによるより良い教育

環境づくり 

 ・ 地域学校協働活動 

・ 教育相談センター事業 

・ 食育の実施 

 ・ スクールサポーターの配置 

 ・ ALT（英語指導助手）の配置 

 ・ あま市人権尊重のまちづくり行動計画に基づく人権教室の実施 

《成果》 

地域に開かれた特色ある学校づくりを進めることができ、いじめ・不登校への対応や特別

支援教育を行うことができた。 

地域ボランティアのほか、市民活動センター登録団体がボランティアとして環境整備活動

に参加するとともに、代表者が環境学習出前授業の講師を務めた。 

総合教育会議や小中学校あり方課題検討委員会を開催することにより、小中学校の将来を

見据えた教育環境づくりを進めた。 

 

② 学校教育環境 

《主な事業》  

・ 学校施設長寿命化計画に基づく施設整備 

 ・ 図書支援員の配置 

《成果》 

学校施設長寿命化計画実施計画に基づく計画的な工事実施を進めた。タブレット端末及び

高速大容量のインターネット環境を全学校に設置した。今後の小中学校のあり方について、

小中学校あり方課題別検討委員会にて意見を聴取した。 

 

③ 青少年健全育成 

《主な事業》 

・ 市の行事における青少年育成に関する啓発 

 ・ 公共施設における学習スペースの確保 

《成果》 

啓発活動を中心に裾野を広げる活動をし、地域で青少年を見守り育む体制を整えた。 
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基本目標Ⅴ 

自らの力で歩み続ける、活力あるまち 
 

施策１ 地域産業を活性し賑わいと活力あるまちをつくります 

 

① 商工業 

《主な事業》 

・ 方領地区における企業誘致の推進 

 ・ 商工会事業補助金 

 ・ 「あま市のスゴ技」による企業情報発信事業 

 ・ AMA 創業塾 

・ 創業促進支援補助金 

《成果》 

企業誘致を推進した。 

産業競争力強化法に基づく「創業支援等事業計画」の認定を受け、商工会等の関係機関と

連携した相談体制を構築すること、AMA 創業塾、創業促進支援補助金を創設することで、新規

開業の促進や雇用の確保に務めた。また、「あま市のスゴ技」での情報発信等地域産業の基盤

強化を図るとともに、市内における良質な就業機会の創出を後押しした。 

 

② 農業 

《主な事業》 

・ 海部東地域農業再生協議会補助金 

・ 農業用施設の維持管理、改修 

《成果》 

農地中間管理機構を活用した農地の集積化、経営所得安定対策等を推進することにより、

意欲ある農業者が農業を継続できる環境を整えることができた。 

 

③ 観光 

《主な事業》 

・ あま市観光協会補助金 

・ 公共職業安定所の求人情報、合同就職フェアの情報提供 

《成果》 

「あま市七宝焼アートヴィレッジ 20 周年記念事業」を一つの節目として展開し、これに合

わせて観光協会と密接に連携し周知を行ったことで本市の知名度の向上に務めた。 
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④ 勤労者福祉 

《主な事業》 

・ 労働相談の実施 

《成果》 

市公式ウェブサイト、広報で公共職業安定所(津島ハローワーク）が実施する雇用機会情報

の提供や働き方改革制度などの労働環境の啓発を行った。また、あま市商工会と連携し、勤

労福祉制度や市が実施する労働相談の周知を実施した。 

 

施策２ 歴史・文化遺産を活用し、郷土に誇りが持てるまちをつくります 

  

① 歴史・伝統 

《主な事業》 

・ ボランティア団体による歴史ガイドの実施 

・ 地元高校生に対する地域学習の実施 

 ・ 刊行物の発行 

《成果》 

地域の歴史文化の魅力を知ってもらい継承することを目的とする事業を、ボランティア団

体や教育機関と連携し実施した。 

 

② 芸術・文化 

《主な事業》 

・ 七宝焼の出前体験の実施 

・ 文化協会補助金 

《成果》 

地域の伝統文化の魅力を知ってもらい継承することを目的とする団体を支援した。 
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基本目標Ⅵ 

持続可能な行政経営を推進するまち 
 

施策１ 持続的な行財政改革を推進するまちをつくります 

  

① 行財政改革 

《主な事業》 

 ・ 第３次あま市行政改革大綱策定 

 ・ 事務事業の見直し 

 ・ 都市計画税の導入 

 ・ 開庁時間の見直し 

 ・ 機構改革の実施 

 ・ 研修を通じた職員の意識改革と能力開発 

 ・ 指定管理者制度を活用した施設の維持管理 

《成果》 

行財政改革の一環として、歳入確保のための都市計画税の導入、働き方改革のための開庁

時間の見直しを行った。 

事務事業見直しを行い、歳出削減及び歳入確保を進めた。 

組織体制や業務の見直しを進めるとともに、職員の育成強化に取り組み、限られた資源の

中でも多様化する行政課題に的確に対応できる持続可能な行政運営基盤の確立を図った。 

予算編成を通じて経費の見直しと適正な予算配分を徹底し、予算規模の膨張や財政調整基

金の取り崩しを抑制した。また、全庁的な事業費削減・新規財源の確保を推進することで、

持続可能な財政運営に努めた。 

 

② 官民連携 

《主な事業》 

 ・ 民間企業と包括連携協定を締結 

《成果》 

地域課題の解決を目的とし、民間企業と包括連携協定を締結して市民サービスの向上を 

図った。 

 

③ 広域行政 

《主な事業》 

・ 広域行政の推進 

《成果》 

海部管内や近隣自治体と定期的に交流を図り、情報交換を行った。 
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④ デジタル化 

《主な事業》  

・ キャッシュレス決済の導入 

 ・ 公式 LINE の機能強化 

 ・ 電子申請の拡大 

《成果》 

キャッシュレス決済の拡充や、市公式 LINE の機能や電子申請の種類の増加を図った。 

 

施策２ 広報・広聴の充実したまちをつくります 

  

① 情報提供・情報公開 

《主な事業》 

 ・ 広報、市公式ウェブサイト、SNS の特性を生かした情報発信 

《成果》 

各媒体（広報・ウェブサイト・SNS）の特性を分析し、情報の即時性と網羅性を両立させた

ことで、市民への浸透度が飛躍的に向上した。特に各課がウェブサイトを直接更新すること

で、現場の判断で鮮度の高い情報を適時に公開することを可能にし、行政サービスの透明性

を高めた。これらの取組みが相乗効果を生み、市公式ウェブサイトのアクセス数増加という

形で、市民の関心と信頼を獲得できた。 

また、行政情報を二次利用しやすい形式に加工したオープンデータを公開している。 

 

② シティプロモーション 

《主な事業》 

 ・ 市公式インスタグラムによる情報発信 

・ 市公式 LINE の機能拡張 

 ・ 七宝焼アートヴィレッジ 20 周年事業 

《成果》 

広報紙や市公式ウェブサイトに加え、SNS 等を活用することで、多角的な情報発信体制を構

築した。特に市公式インスタグラムでの積極的な魅力発信や、市公式 LINE の機能拡張による

セグメント配信の導入は、情報の到達率と利便性を大きく向上させた。これにより、市民の

郷土愛の醸成のみならず、市外に向けた効果的なイメージアップと関係人口・交流人口の拡

大に向けた基盤づくりが達成できた。 

あま市のブランド化にあたっては、七宝焼アートヴィレッジ開館 20 周年という節目を迎

え、観光協会との緊密な連携により七宝焼を観光資源として全面的に PR することで本市のイ

メージアップと知名度向上につながった。 
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基本目標Ⅶ 

交流と連携により成長するまち 
 

施策１ 市民と育てる協働のまちをつくります 

  

① 市民協働 

《主な事業》 

 ・ 市民まつり、市民活動祭の実施 

 ・ ふれあいミーティングの実施 

 ・ あま市まちづくり委員会 

 ・ 市民活動センター事業 

《成果》 

市民まつりや市民活動祭を実施することで、多様な主体が参加しやすい協働のまちづくり

を推進した。 

市長と市民が対話する「ふれあいミーティング」の開催により、直接的な意見交換の場を

継続して提供できた。また、公共施設への「まちづくり提案箱」の設置に加え、電子申請に

よるオンライン受付窓口の整備により、アナログ・デジタルの両面から市民の声を収集する

基盤が整い、市政に対する市民の関心を高め、多様な手段で意見を反映できる環境を構築で

きた。 

まちづくり委員会を通じ、まちづくりの中心となる市民の育成を図りました。 

 

 

施策２ お互いの人権を認め合うまちをつくります 

  

① 人権 

《主な事業》 

 ・ 各種講座の開催 

・ 人権講演会の開催 

・ 職員研修の実施 

《成果》 

人権尊重のまちづくりを推進するため、全庁的な推進体制である「あま市人権施策推進本

部」を核とし、ハード・ソフト両面から施策の充実に努めた。 
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② 男女共同参画 

《主な事業》 

・ 審議会等への女性登用の推進 

 ・ 女性活躍広報誌の発行 

《成果》 

「あま市男女共同参画推進条例」の理念の基づき、多様な生き方の実現や女性の参画拡大

を目指し、研修やイベント等を通じて意識啓発、情報提供を行った。また、あま市人権施策

推進本部による施策の推進と、あま市男女共同参画審議会での調査・審議を通じて、男女共

同参画推進体制の充実を図った。 

 

 

施策３ 多様な主体の交流による賑わいと活力あるまちをつくります 

  

① 地域間交流 

《主な事業》 

 ・ コミュニティ交流会の実施 

 ・ コミュニティ補助金の交付 

 ・ 市民まつり、市民活動祭の開催 

《成果》 

コミュニティ活動事業補助金の交付を通じて、地域コミュニティの活動が活発になり、多

様な交流が促進された。 

 

② 多文化共生 

《主な事業》 

・ 国際交流 DAY の実施 

・ 愛知県国際交流協会賛助金 

・ あま市国際交流協会補助金 

《成果》 

イベント実施や団体への支援を通じ、外国人市民と日本人市民の相互理解と交流を促進し

多文化共生の環境づくりに取り組んだ。これらの活動により、日常生活情報や災害対応など

の重要な知識を共有し、市民の国際交流に対する理解を深めた。 


